
Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

シ ンポジ ウム 開催の 趣旨お よび経過

　　　　　　中村 　俊夫

名古屋大学年代測定総合研究セ ンタ
ー

　1981 −1982 年 に導入 され たタ ンデ トロ ン加速器質量分析 計 1 号機と共に歩んで きた名

古 屋大学の年代測定研究 グル
ー

プは ， 新た に 1996−1997年に導入された
14C

測定専用 の

高性能の 加速器質量分析計 2号機 を含め て ， 2台 の 装置 を用い て 年代測定に関する総合的

な研究を進 めて い る ，

　タン デ トロ ン加速器質量分析計 2号機 （加速器年代測定シ ス テム ，第 2世代機）は ，
1999

年 11 月か ら
14C

測定を開始 し，2000 年 ，
2001年と順調に稼働 して きたが， 2002 年の

前半は ， 加速器の高電圧計 ，高電圧発生用 トラ ンス が破損 し ， ほ ぼ9 ヶ 月 を修理 に費や し

た． しか し，そ の後，2002 年 の 後半 ，
2003 年 と， ほぼ順調に稼働 し， 2004 年 2 月末に

は測定 された ターゲ ッ トの 総数が 7
，
000 個 を超えた ．今後，10，000 個 ，

20
，000個 ， ，．．

を目指 して ，順 調 に稼 働す る こ とを期待 した い ．

　さて ，名古屋 大学年代測定総合研究セ ンター
の 恒例行事 とな っ たが，今年度 は 2004 年

1 月 22− 23 日に，「名古屋大学 タ ンデ トロ ン 加速器質量分析計第 2 号機を用 い た高精度
14C

年代測定 と学際応用研究の 推進 」 とい うテ ーマ で シ ンポジウム を開催 した．

　今回 は 2 件の 特 別講 演 をお 願 い した ．始 め に
， 九州大学大学院人文科学研究院教授の 宮

本
一

夫博士 にお願 い した ，講 演題 目は
，　 「青銅器か らみた弥 生時代の 実年代」 で あ る．弥

生 時代の始ま りの 年代に つ い て は
， 昨年 5 月 ， 国立歴史民俗博物館の 炭素 14 年代研究グ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n ウス

ル
ー

プ と考古学研究グル ー プの共 同チ ー ム が ， 弥生時代早期 に区分され た 夜臼II式土 器な

どの 付着炭化物の
14C

年代測定結果か ら，弥生 時代が前 10世紀頃か ら始ま っ た と発表 し，

考古学協会 をは じめ とする諸学会に大論争を巻 き起 こ した． 国民
一

般の 興味も高ま っ て い

る ． これ まで は ， どの 日本史の教科書 をみ て も ， 前 4 世紀 （400BC ） 頃 に，九 州 北部で

水稲耕作が 開始 さ れ，短期 間の うちに広 域 に 広が り ，
い わゆ る縄文晩期か ら弥 生早期 へ と

移行 した と され て きた． こ の よ うに弥生時代 の 始 ま りが前 4 世紀か ら前 10 世紀 へ と古 く

な る こ とは ， 加 速器質量分析法 によ る
14C

年代測定 とい う自然科 学的手法 を用 い て結論付

け られた こ とで あ るが ， こ の 結論 が ， 他 の 年代測 定や年代推 定，例 えば ， 考 古学的な年代

推 定法 によ っ て 調和的に説明で き るか 否 か を検討す る こ とが不 可 欠 とさ れ て い る。宮本
一

一 2 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

夫 博士 は， 中国や韓国で 作成 され 日本に 伝播 して き た 青銅器 につ い て ，考 古学的な 事実や

知見 を積み 上 げて ， 実年代 の 推定を展 開 されて い る．残念なが ら， 浅学の 筆者 には ，理 解

が 及 ばな い こ とが 多い ． しか し，年代 が明記 されて い る青銅器が副葬品 と して 墓か ら発掘

されて も ， 青銅器に 記載 さ れ た 年代が直 ちに墓の 年 代 を示すわ けで はな い ．すなわ ち ，作

成 され て か ら贈与 され る ま で の 保有年数や ， 貰い 受 けて か ら墓 に副葬され る まで の 年数 に

不確定な こ とが あ り， 青銅器が 使用 された ， ある い は墓 に副 葬され た実年代 を正確 に推 定

す る こ とは 難か しい とい う宮本博士 の 指摘は ，納得す る こ とが多 い ．古文化財資料 の
14C

年代測定で も，資料の
14C

年代 と歴史 的な 成立年代の 間 に同様 な関係が成立 して い る場合

が多 くあ る．今回は ， ご多忙な こ とも あ り講演内容を寄稿 して い ただく こ とは 叶わなか っ

たが ， 近 い 将 来には ， 活字を拾い なが らじ っ く りと ご高説を味わ える こ と を期待 した い ．

　二 つ 目の特別講演は ， 大韓民国 HOngik 大学教授の J．S．Park博士 に 「Application　of 　AMS

in　Establishing　the　Chronological　Framework 　of 　Korean　Archaeo −metallurgy 」　（大

韓民国の考古冶金 学の 編年体系構築の ための 加速器質量分析に よ る
14C

年 代測定 の 利用）

と い う題 目で ご講演い ただい た，現代の 冶金工 学の 成果を
， 考古学的な金 属遺物 に適用す

る研究例は ， 日本で も韓国で もそれほ ど多くはな い ． しか し， この類の 研 究は ， 大 きな成

果 を考 古学に もた らして くれ るはずで ある．例えば ， 古代鉄の 原料は ， 砂鉄や鉄 鉱石で あ

るが，両原料の 区別 は ， 鉄製品 に含まれる微量元素の 分析結果 か ら推定で きる． また，金

属鉄 の 微細構造は ， 鉄製品の作成方法に関する情報を保存 して い る．古代製鉄の 炉 の 構造

が ， 炉 内の 温度や酸素濃度を規定し ， 炉 の 構造に よっ て ， 炭素含有率の 高い鉄 （鋳鉄） あ

る い は ，炭素含有率の 低 い鉄が作 られ るかが決ま る．強靱な鋼 を作 る には ，鉄に含 まれ る

炭 素含有率を制御 しなけれ ばな らない ． 日本刀 の 微細構造は
， 日本刀の 原料鉄が折 り返 し

を繰 り返 しな が ら ， 脱炭や加 炭 によ っ て 炭素含有率を制御す る こ とに よ り，粘 りの ある刀

の 本体 部 と 固い 刃 部が作 られ る こ とを 明確 に示す こ とが ，Park 博士 か ら報 告 され た．ま

た，名古屋大学と Hongik 大学 との 共同研究として
， 韓国の 古代国家で あ っ た新羅 伽耶，

百 済，高句麗の 鉄遺物の 年代測定 を実施 して お り，
Park 博士 か ら ， そ の 共 同研究の 内容

に 関 して 紹介が あ っ た．今 後も，共 同研究を継続 し
， 日本と韓国や 中国の 間の 鉄製品や 製

鉄 技術の伝播の研究を推進する予定で ある ．

　シ ンポジウム の 初 日の 特別講演の 前 に
， 名古屋大学加速器 シ ステム の現状の報告 が あ っ

た ．加速器年代測定 シス テ ム 2号機は ，
2003 年は順調に稼働 して い る ．2004 年 2 月に は，

測定 した ターゲッ トの 総数が 7 ，000個 を越えた． これか らも大 い に働いて 貰い た い ．

　次 に ，

一
般講演 として ，土 器付着炭 化物 の炭素同位体比か ら，付着炭化物 の 起源で ある

食糧 の 種類 に 関す る縛 り込 みが可能な こ と， また黒色土器や繊維土 器の 前処理法 の 研究が

紹介 され ，
14C

年代測定に よ る土 器 の 編年や考古 遺跡 の 年代推定の 重要性 が示 され た ．昨

年 に 引き続き，歴史時代の 文化財資料 へ の
14C

年 代測定 の 応用 として ，蝦夷錦 の 年代測定
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研究が 紹介された ．また ， 湖底堆積物 を用 いる古環境変動の研 究 火 山灰質土壌の 腐植質

有機物を用 い る
14C

年代測定 の研究が報告 された．

　二 日目には ， 琉球列島の 動物の 進化 過程研究にお ける
14C

年代測定 の 利用，火 山噴火 の

正確な 年代測定 ， シベ リアマ ン モ ス の
14C

年代 とラセ ミ化年代及び古気温 の 推定，地下水

の 循環 と 14C
濃度 ， 古代鉄の

14C 年代測定法 の 確立 ， また ， 地 質学 ， 海洋学，環境学 ， 気

象学へ の さ まざまな応用研究 に関する講演 があ っ た ，

　毎年実施 して い る こ の シ ンポジウム をは じめ， 日本各地で 開催され る ， 年代測定 な どに

関す る 同様な研究会に おける 議論を基盤と して ， 日本における加 速器質量分析 の 研究 が さ

らに発展す る こ とを期待したい．

　今回の シ ンポ ジウム で の 講演につ い て ， 講演内容を ま とめ た論文 を寄稿 して い ただい た．

表 1 に 示す プロ グラム の なか で ， ＊ 印がつ い た もの で ある ．今後の 研究 の 参考 に して い た

だき たい ．

表 1　名古屋大学タ ンデ トロ ン加速器質量分析シ ンポジ ウム プロ グラム

［特別講演］

1　 宮本
一夫 （九州大学人文科学研 究院）

　　　　　　　　 「青銅器か らみた弥 生時代 の実年代」

＊ 2 ．　 J．S．Park （Hongik　University，　Korea）

　　　　　　　　　「Application　of　AMS 　in　Establishing　the　Chronological　Framework 　of

　　 　　 　　 　　 　 Korean 　Archao −rnetallurgy 」

［
一

般講演］
＊ 3 ．丹生越子 （名古屋大学年代測定総合研究セ ンター

）

　　　　　　　　　「名古屋大学加 速器年代測定シス テム 2 号機の 現状 （2003 年） 1

4 ．　 山本直人 （名古屋大学文学研究科） ・赤塚次郎 （愛知県埋 蔵文化財セ ン タ
ー

）

　　　　　　　　「弥生 後期〜古墳 前期の 土器付着炭化物 の 炭素 同位体比」

5 ． 三 原正 三 （九州大学比 較社会文化研究科） ・小川英文 （東京外語大学） ・

　　　　　 宮本
一
夫 （九州大学人 文科 学研究院） ・中村俊夫 （名古屋 大学） ・

　　 　　 　 小池裕子 （九州大学比較社会文化研究科）

　　　　　　「土器内炭 素を用い た AMS 　
14C

年代測定」

6 ．　 堅 田　直 （帝塚 山大学教養学部） ・中村俊夫 （名古屋大学年代測定セ ンター）

　　　　　　　　 「鳥取 ・倉吉市 山根入堂谷の 調査 と
14C

年代」
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7 ．　 増子 康 眞 （岐阜県恵那 串原村教育委 員会）

　　　　　　　　　 「土石 流に破壊 された縄文中期初頭の 岐阜県閑羅瀬遺跡の 調査 」

＊ 8．木野瀬正典 （名古屋大学環境学研究科）

　　　　　　　　　「尾張地域 の弥生土器 ・土師器に付着 した炭化物の 放射性炭素年代測定」

9 ，小 田寛貴 （名古屋大学年代測定総合研究セ ンター）

　　　　　　　　　 「弥生後期〜古墳前期 の 土器付着炭化物 の
14C

年代

　　　　　　　　　 一三河地域 の事例 の 報告 と今後の 課題 に つ いて
一
」

ユ 0 ．　 中村和之 （函館工 業高等専 門学校） ・小 田寛貴 （名古屋大学年代測定総合

　　　　　　　　 研究セ ンター） ・熊 崎農夫博 （厚岸町海事記念館）

　　　　　　　　 「蝦夷錦の
14C

年代測定」

＊ 11 ．　 西村弥亜 ・下河原誠 （東海大大学院、海洋） ・中村俊夫 （名古屋大年代

　　　　　　　　　測定総合研究セ ン タ
ー

） ・河合崇欣 （名古屋大大学院環境学研 究科）

　　　　　　　　　 「バイカル湖 （ロ シ ア）とフブス グル湖 （モ ン ゴール） の 堆積有機分子に記録

　　　　　　　　　　された約 30 ，000年前以降の気候 ・環境変動 に つ いて 」

＊ 12 ．　 奥野　充 ・五 島直樹 （福岡大学理学部） ・藤沢康弘 （応用地質） ・

　　　　　　　　　小 林哲夫 （鹿児島大 学理学部） ・中村俊夫 （名古屋大学）

　　　　　　　　 「中部九州 ， 由布火 山北麓の 腐植質土壌の 炭素 14 年代学」

＊ 13 ．　 大塚裕 之 （鹿児島大学理学部） ・中村俊夫 ・

　　　　　　　　太田友子 （名古屋大学年代測定総合研究セ ン ター）

　　　　　　　　　 「沖縄島 における脊椎動物化石包含層の
14C

年代」

14 ．　 鳥井真之 ・椎原美紀 （熊本大学） ・奥野　充 （福岡大学） ・

　　　　　　　　　中村俊夫 （名古屋大学） ・金　奎漢 （韓国梨花女子大）

　　　　　　　　　「韓国鬱陵島起源の テ フ ラ U −4〜U −2 の層序 と年代」

＊ 15 ．　 南　雅代 （名古屋大学環境学研究科） ・竹山雅美 （名古屋大学理学部）

　　　　　　　　　 「マ ンモ ス ff歯化石 の
14C

年代」

＊ 16 ． 高橋　浩　・塚 本　斉 ・風早康平 ・高橋正明 ・森川徳敏 ・安原正也 ・

　　　　　稲村明彦 　（産業技術総合研究所 深部地質環境研究セ ン タ
ー

） ・

　　　　　 中村俊夫 （名古屋大 年代測定総合研究セ ンター）

　　　　　「ボーリン グ調査 によ り採取さ れた地下水 の
14C

濃度
一

花崗岩地域 に おける

　　　　　 調査 例
一

」

＊ 17 ．　 米延仁志 （鳴門教育大学）
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　　　　　　　　 「近赤外分光法 を用 い た新 しい非破壊年代測定の 開発」

＊ 18 ．　 江波大樹 （名古屋大学環境学研究科）

　　　　　　　　　「古代鉄の
14C

年代測定の ため の 基礎研究」

⊥ 9 ．

＊ 20 ，

＊ 21 ．

＊ 22 ．

＊ 23 ．

鈴木和博 （名古屋 大学年代測定総合研究センタ
ー

）

　　　　「天正 地震で で きた堰止 め湖の 研究」

中村俊夫 （名古屋 大学年代測定総合研究セン ター）

　　　　　「14C 年代の 暦 年代較正 と海洋 リザーバー
効果」

古澤秀 樹 ・増 田公明 （名古屋大学太陽地球環境研究所）

　　　　　「太陽活動極小 期にお ける 年輪 中
14C

濃度変動」

Andrzej　Rakowski （名古屋大学環境学研究科）

　　　　　「Changes 　of 　
i4C

　concentration 　in　modern 　woOd 　from　urban 　area 」

尾 田　武文 （名古屋大学年代測定総合研究セ ンター
）

　　　　　「フ ブス グル湖湖底堆積物の
1
℃ 年代」

一6 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


